
江
戸
時
代
初
期

の

『正
法
眼
蔵
』
研
究
に

つ
い
て

菅

原

研

州

一
、

は

じ

め

に

81『 輝 學研 究』第93號,2015年3月

本
論

は
、
江
戸
時
代
初
期

の
曹
洞
宗
で
、
『正
法
眼
蔵
』
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
、
学
ば
れ
て
い
た
か
を
研
究
す

る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
に
つ
い
て
は
、
「宗
統
復
古
」
「古
規
復
古
」
と
い
う
二
つ
の

「復
古
運
動
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
論

で
は
そ
れ
に
加
え
て

「宗
学
復
古
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

従
来

の
研
究
で
は
、
永
久
岳
水
先
生

『正
法
眼
蔵
著
述
史
の
研
究
』

(仏
教
書
林
中
山
書
房

・
一
九
七
二
年
)
に
、
江
戸
時
代

の
学
僧

達
に
よ
る

『正
法
眼
蔵
』
研
究

の
実
態
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
「宗
学
復
古
」
の
解
明
が
十
分
で
は
な
い
。
よ

っ
て
、
本
論
で
は
中
世

の
宗
学

か
ら
の
脱
却
と

い
う
観
点
を
織
り
込
む
こ
と
で
、
復
古

の
実
態
を
解
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
論
を
論
ず
る
に
際
し
、
直
接
の
先
行
研
究
と
し
て
、
以
下
の
論
文
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

・
安
藤

・
小
早
川

・
菅
原

・
椎
名

「北
関
東
に
お
け
る
近
世
洞
門
学
僧

の
研
究
」
、
『曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要

(第

十
四
回
)
』
二
〇

=
二
年

二
〇

一
二
年
度

の
同
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
で
行
わ
れ
た
共
同
リ
レ
ー
発
表
で
あ
り
、
同
論
に
収
録
さ
れ
た
安
藤
嘉

則
先
生

「
中
世
末

期

か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
快
庵
派

へ
の
参
学
に

つ
い
て
」
で
は
、

い
わ
ゆ
る
中
世
の

「洞
門
抄
物
」
か
ら
、
万
安
や
鈴
木
正
三
の
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批
判
を
経
て
、
徐
々
に
近
世
の
宗
学
復
古
に
至
る
前
段
階
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
椎
名
宏
雄
先
生

「
北
関
東
に
お
け
る

近
世
洞
門
の
学
僧
」
で
は
、
従
来
の
研
究
に
、
教
団
史
的
な
解
明
や
各
々
の
祖
師

へ
の
研
究
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
巨
視
的
な
視
点
で

の
研
究

の
不
備
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

本
論

の
内
容
は
、
ま
だ
宗
派
内
資
料
の
検
討
に
留
ま

っ
て
お
り
、
巨
視
的
と
は
い
え
な
い
が
、
今
後

の
全
面
的
解
明
を
期
し
て
、
現
段

階
で
可
能
な
検
討
を
行

い
た
い
。

ニ
ー

一
、

「
宗
学
復

古
」
に

つ
い
て

曹

洞
宗
で
の

「復
古
運
動
」
研
究
が
、
「宗
統
」
と

「古
規
」
の
二
つ
に
集
中
す
る
理
由
は
、
江
戸
時
代
当
時
か
ら
、
明
確
に
復
古

の

自
覚

を
持

っ
た
運
動

で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　よ

ま
ず
、
『宗
統
復
古
志
』
か
ら
は
、
宗
統
復
古
運
動
を
実
現
し
て
自
ら

「復
古
道
人
」
と
名
乗

っ
た
卍
山
道
白
や
、
そ

の
法
系
が
自
覚
し

て
い
た
宗
統
復
古

の
内
容
が
分
か
る
。

(
一
)
永
平
道
元
を
追
慕
す
る

(二
)
『正
法
眼
蔵
』
を
読
み
、
面
授

・
嗣
法
に
つ
い
て
そ
の
教
え
に
従
う

(三
)
現
状
を
嘆
き
、
道
元
の
時
代
の
状
況
に
復
す

次

に
、
古
規
復
古
運
動

の
推
進
者

の

一
人
で
あ

っ
た
面
山
瑞
方
は
道
元

・
螢
山
の
清
規
を

「禅
林
唐
宋

の
古
風
」

で
あ
り
、
「古
規
」

で
あ

る
と
し
た
。
そ
し
て
、
明
時
代
の
建
築
法

の
影
響
を
受
け
た
曹
洞
宗
寺
院
の
僧
堂
で
は
、
「古
規
」

の
実
践
は
不
可
能
で
あ
り
、
改

め
て
僧
堂
で
の

「古
規
」
実
践
を
期
し
て
、
『洞
上
僧
堂
清
規
行
法
紗
』

(全
五
巻
)
を
著
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
古
規
復
古
を
行

っ
た
永

　　

　

平
寺

五
〇
世

・
玄
透
即
中
も
同
様

の
見
解
で
あ

っ
た
。
古
規
復
古
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



(
一
)
永
平
道
元

(同
じ
く
螢
山
紹
理
)
を
追
慕
す
る

(二
)
『永
平
清
規
』
(同
じ
く

『螢
山
清
規
』
)
を
読
み
、
僧
堂
を
中
心
と
し
た
規
範
に
つ
い
て
そ
の
教
え
に
従
う

(三
)
現
状
を
嘆
き
、
道
元

(同
じ
く
螢
山
)
の
時
代
に
復
す

復
古
運
動
と
は
、
「
現
状

へ
の
批
判
」
と

「古
に
復
す
」
と

い
う
両
面
が
あ
る
と
理
解
す
べ
き
だ
が
、
こ
れ
ら
の
実
態
を
批
判
的
に
見

る
と
、
次
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
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●

「
宗
統
復
古
運
動
」
の
帰
結

卍
山
な
ど
の
革
弊
側
と
関
三
刹
な
ど
の
当
局
側
と
の
話
し
合
い
は
、
革
弊
側
に
よ
る
幕
府

へ
の
直
訴
を
も

っ
て
寺
社
奉
行
が
預
か
る
裁

判
と
な
り
、
そ
の
後

の
繰
り
返
し
の
議
論
で
も
決
し
が
た
い
状
況
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
卍
山
に
よ
る
提
言
の
結
果
、
元
禄

一
六
年
八
月

　
ヨ

　

七
日
に
幕
府
か
ら
下

っ
た

「定
」
を
見
る
と
、
伽
藍
相
続
方
と
妥
協
し
、
「室
中
三
物

(血
脈

・
大
事

・
嗣
書
)」
に

「伽
藍
相
続
二
物

(血
脈

・
大
事
)」
を
加
え
て
、
「五
物
」
に
定
め
た
。
よ
っ
て
、
永
平
道
元
を
追
慕
し
た

「
復
古
」
で
は
あ
る
が
、
そ

の
実
態
は
、
時
代

の
状
況
に
合
わ
せ
て
新
し
い
方
法
を
定
め
た
と
い
え
る
。

本
運
動

の
議
論
で
、
卍
山

・
梅
峰
二
師
は
し
ば
し
ば

『正
法
眼
蔵
』
の

「面
授
」
「嗣
書
」
両
巻
に
言
及
し
た
。
結
果
と
し
て
、
当
局

　
る

　

側

=

箇
寺
は
、
官
衙

へ
の
上
申
書
に

「向
後
、
嗣
法
の
義
は
、
元
祖
の
正
法
眼
蔵
の
本
意
に
御
座
候
故
、

一
師
印
証

に
相
定
む
」
と
し
、

『正
法
眼
蔵
』
を
宗
門
の
大
事
を
決
め
る
典
拠
と
し
て
用

い
た
。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
以
降
、
『正
法
眼
蔵
』

の
研
究
が
進
む

要
因

に
な

っ
て
い
る
。

●

「
古
規
復
古
運
動
」
の
帰
結

面
山

・
玄
透
な
ど
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
古
規
の
復
古
だ
が
、
道
元

・
螢
山
の
古
規

の
祖
述
を
行
お
う
と
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
必
ず
、

当
時

の
方
法
が
混
入
し
、
結
果
と
し
て
本
来
目
指
し
て
い
た
は
ず
の
方
法
か
ら
す
れ
ば
、
新
し

い
行
法
や
表
現
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
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な
る
。

●

「復
古
運
動
」
の
内
実

二

つ
の
運
動
の
帰
結
か
ら
、
復
古
運
動
の
内
実
に
つ
い
て
、
次
の
結
論
を
得
る
。

(
一
)
永
平
道
元

(ま
た
は
螢
山
紹
理
な
ど
の
祖
師
)
を
追
慕
す
る

(二
)
古
来
よ
り
伝
わ
る
典
籍
を
学
ぶ

(三
)
現
状
を
嘆
き
、
古
風
に
戻
そ
う
と
は
す
る
が
、
新
し
い
方
法
が
出
来
る

そ
し
て
、
「復
古
」
と
い
う
用
語
は
、
古
風
を
目
指
し
な
が
ら
現
状
を
批
判
し
、
そ
の
上
で
新
た
な
形
を
作
り
上
げ

て
い
く
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

以
下
、
本
論
で

「宗
学
復
古
」
を
扱
う
場
合
に
は
、
こ
の

「復
古
運
動
の
内
実
」
に
従

っ
て
、
当
時

の
洞
門
僧
が
、
永
平
道
元
と

『正

法
眼
蔵
』
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持

っ
て
研
究
し
て
い
た
か
を
確
認
し
、
そ
の
実
態
を
明
か
す
。

三
-

一
、
歴
史
的
状
況

の
確
認

本
論
で
は
、
論
ず
る
範
囲
を

「江
戸
時
代
初
期
」
に
限
定
し
て
い
る
。
特
に
、
『正
法
眼
蔵
』
研
究
の
観
点
で
は
、
従
来
の
状
況
を

一

変
さ
せ
た

の
は
、
江
戸
時
代
最
初
の
体
系
的
な

『正
法
眼
蔵
』
註
釈
書
を
著
し
た
、
天
桂
伝
尊

(
一
六
四
八
～

一
七

三
五
)
『正
法
眼
蔵

弁
註
井
調
絃

(以
下
、
『弁
註
』
ま
た
は

『調
絃
』
と
略
記
)』
完
成
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
は
、
完
成
直
後
か
ら
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、

先
に
挙
げ
た

「復
古
運
動

の
内
実
」
と

い
う
意
義
は
、
天
桂
に
確
認
さ
れ
る
。

た
ま
た
ま

適

、
『正
法
眼
蔵
』
を
拝
覧
す
と
錐
も
、
己
眼
明
ら
か
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
そ
の
理
を
発
明
せ
ざ
る
こ
と
を
恥
じ
ず
。
〈中
略
〉

あ

あ

鳴
呼
、
宗
門
中
、
真
正
の
見
解
を
具
す
る
者
の
、

一
箇
も
、
也
、
無
し
。
故
に
、
古
仏
遷
化
以
後
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
五
百
年
に
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及
ぶ
と
い
え
ど
も
、
曾
て
こ
の
書
を
挙
し
て
、
人
の
為
に
す
る
も
の
な
し
。

天
桂

『有
時
篇
弁
註
』
、
『蒐
書
大
成

一
五
』
二

一
五
頁

天
桂

は
同
時
代
の
宗
侶
に
至
る
ま
で
の

「五
百
年
」
、
『正
法
眼
蔵
』
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、
道
元
古
仏
を
慕

っ
て

『弁
註
』
を
著
し
た
の
だ
か
ら
、
本
論

で
論
じ
る

「復
古
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
具
備
し
て
い
る
。

　
ら
り

な
お
、
「
五
百
年
」
と

い
う
数
字
を
挙
げ
て
復
古
を
強
調
す
る
の
は
、
面
山
に
も
見
え
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
遡

っ
て
五
百
年
前
、
つ
ま

り
、
道

元
に
帰
ろ
う
と

い
う
意
識
に
基
づ

い
た
定
型
句
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
論

で
は
こ
の
天
桂
に
至
る
過
程
、

つ
ま
り
、
天
桂
以
前
の

『正
法
眼
蔵
』
研
究
の
実
態
を
探
る
こ
と
で
、
「宗
学
復
古
」
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

三
-

二
、

洞

門

抄

物

に

お

け

る

『正

法

眼
蔵

』

の
影

響

に

つ

い
て

既
に
、
安
藤
先
生

「代
語
集
に
お
け
る
道
元
禅
師
の
著
作

の
引
用
に
関
す
る
諸
問
題
」
(
『中
世
禅
宗
』
二
二
四
～
二
二
八
頁
)
に
お
い

て
、
中
世

の
代
語
文
献
に
、
『正
法
眼
蔵
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
は
、
明
ら
か
に
典
拠
が
分
か

る
箇
所

の
み
列
挙
し
て
み
る
。

『龍

州
代
』
龍
州
文
海

・
一
四
入
○
～

一
五
五
〇
年
、
大
中
寺
四
世
の
代
語

『正
法
眼
蔵
』
「行
持

(上
)」
「密
語
」
「阿
羅
漢
」
「袈
裟
功
徳
」
巻

『天
嶺
代
』
天
嶺
呑
甫

・
一
五

一
六
～

一
五
八
八
年
、
大
中
寺
七
世
の
代
語

『正
法
眼
蔵
』
「葛
藤
」
巻

『勝
国
代
』
勝
国
良
尊

・
?
～

一
六
四
〇
年
、
総
寧
寺

一
八
世
の
代
語



86江戸時代初期の 『正法眼蔵』研究について

『天
南
代
』
天
南
松
薫

・
一
五
七
三
～

一
六
四
〇
年
、
大
中
寺

=
二
世
の
代
語

ロ
　

　

『正
法
眼
蔵
』
「梅
花
嗣
書
」
巻

極
め
て
少
な
く
、
安
藤
先
生
は

「
『正
法
眼
蔵
』
を
通
し
て
道
元
禅
師
を
把
握
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
停
止
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」

(『中
世
禅
宗
』
二
四
四
頁
)
と
い
う
結
論
を
出
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
に
留
め
た

い
。

い
わ
ゆ
る
代
語
文
献
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
熱
心
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響

の
大
き
さ
は
推
し
て
知
る
べ
き
だ
が
、
天
桂

・

面
山
か
ら
は
批
判
さ
れ
、
結
局
は
本
流
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

四
-

一

月
舟
宗
胡
の

『正
法
眼
蔵
』
研
究
に
つ
い
て

大
乗
寺
の
住
持
を
務
め
た
月
舟
宗
胡

(
一
六

一
八
～

一
六
九
六
)
は
、
法
嗣
に
卍
山
道
白
を
輩
出
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
自
身
も
ま
た

「復
古
」
に
は
並
々
な
ら
ぬ
志
を
持

つ
祖
師

で
あ

っ
た
。
そ
の
伝
記
に
は
、
「先
ず
是
れ
、
本
邦
洞
上
の
宗
風
、
凌
遅

に
し
て
震
わ
ず
」
、

「
胡
、
扶
宗
を
以
て
己
の
任
と
為
す
。
勉
め
て
、
永
平

・
螢
山
の
清
規
を
行
じ
、
是
に
於

い
て
宗
風
、
古
轍
に
合
す
」

(『続
日
本
高
僧
伝

一
』、

『僧
伝
集
成
』

一
九
九
頁
)
と
あ

っ
て
、
後
者
か
ら
は
古
規
復
古
運
動
を
自
ら
の
役
割
と
し
て
決
め
た
様
子
が
分
伝
わ
る
。

そ
し

て
、
『正
法
眼
蔵
』
に
関
し
て
は
、
「古
規

・
清
規
」
と
の
関
わ
り
が
あ
る
。

解
制
の
示
衆
。

嚢
祖
永
平
古
仏
、
曾
て
仮
名
字
で

「安
居
」
編

一
巻
を
撰
出
し
、
児
孫
に
附
属
し
て
曰
く
、
「世
尊
の
在
世
、
或
は
切
利
天
宮
に

九
旬
安
居
し
、
或
は
誉
閨
堀
山
に
五
百
比
丘
と
倶
に
安
居
し
、
五
天
竺
国
際
に
処
所
を
論
ぜ
ず
、
時
至
れ
ば
則
ち
必
ず
九
旬
安
居
す
。

今
現
在
の
仏
祖
の
最
も

一
大
事
と
為
す
所
行
な
り
。
是
れ
修
証
の
無
上
道
な
り
」。

山
僧
、
初
め
て
参
州
長
円
に
在
り
て
此
の
編
を
拝
覧
し
、
歓
喜
感
発
し
、
依
り
て
之
を
行
ず
。
冬
夏

の
禁
足
結
制
安
居
、
今
に
至



り
て
五
十
余
回
、
是

の
安
居
の
殊
勝
功
徳
力
な
り
と
難
も
、
実
に
仏
祖
護
念
力
に
拠
る
な
り
。

『月
舟
和
尚
遺
録
』
巻
上
、
『曹
全
』
「語
録
二
」

一
九
頁

月
舟
は
、
同
示
衆
に
お

い
て
右
に
引

い
た

一
節

の
他
に
も
、

『正
法
眼
蔵
』
「安
居
」
巻
か
ら
の
引
用
を
も

っ
て
、
安
居

・
結
制
の
理
想

を
示
し
た
。
し
か
も
、
同
巻
を
三
河
長
円
寺
に
て
拝
覧
し
た
と
伝
え

て
い
る
。
同
示
衆

で
は
、

一
六
五
五
年

(明
暦
元
)
に
長
円
寺
の
住

持
と
な

っ
て
以
来
、
五
〇
回

(夏
冬
の
年
二
回
で
二
五
年
)
以
上
の
安
居
を
行

っ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
示
衆

は

『遺
録
』
上
堂
語

の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
大
乗
寺

(
一
六
八
〇
年
に
退
董
)
で
の
最
後
の
解
制
示
衆
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
月
舟
は
、

一
六
五
五
年
に

『正
法
眼
蔵
』
拝
覧

の
機
会
を
得
て
、
そ
れ
以
降
、
特
に
行
持
作
法
の
面
で
研
究
を
進
め
て
き
た
様
子
が
分
か
る
。

更
に
、
月
舟
に
は
数
回
に
及
ぶ

『正
法
眼
蔵
』
書
写
の
勝
燭

(
一
六
五
八
二

六
八
〇
年
)
が
見
え
、
ま
た
晩
年

に
住
し
て
い
た
宇
治

禅
定
寺
に
も
、
関
係
の
書
写
本
が
納
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
お
そ
ら
く
は
梵
清
本
系
統
の
書
写
本
が
、
常
に
手
元
に
あ

っ
た
も
の
か
。
ま

た
、
同
写
本
を
書
写

・
施
本
す
る
こ
と
で
、
後
孫
達
に
更
な
る
研
究
の
機
会
を
広
げ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

ま
た
、
『正
法
眼
蔵
』
を
用

い
て
学
人
を
接
化
す
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。

『輝學研究』第93號2015年3月

僧
有
り
て
、
『永
平
正
法
眼
蔵
』
を
閲
す
。

師
、
問
う
て
曰
く
、
「如
何
な
る
か
是
れ
、

僧
曰
く
、
「築
著
硫
著
す
」
。

師
曰
く
、
「当
面
に
蹉
過
す
」
。

曰
く
、
「和
尚
、
作
塵
生
」
。

師
、
便
ち
書
を
指
し
て
曰
く
、
「藝
」
。

正
法
眼
蔵
」
。

87

「
響
」
と
は
、
「よ
く
注
意
し
て
お
れ
」

の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
月
舟

の
会
下
で

『禅
定
寺
月
舟
胡
禅
師
伝
』
、
『僧
伝
集
成
』

一
九
七
頁

『正
法
眼
蔵
』
を
読
む
僧
に
、
慎
重
に
学
ぶ
こ
と
を
促
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し

た

の

で
あ

る

。

　
ア

　

ま
た
、
『月
舟
和
尚
夜
話
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
示
が
見
え
る
。

故
に
初
発
心
の
功
徳
広
大
な
る
こ
と
は
、
華
厳
会
上
の
大
菩
薩
よ
り
も
甚
勝
れ
た
り
と
諸
経
に
説
玉
ふ
こ
と
、
分
明
に
正
法
眼
蔵
発

菩
提
心
の
巻
に
有
る
ぞ
。

『月
舟
和
尚
夜
話
』
、
『曹
全
』
「法
語
」
巻
、
二
五
四
頁

諸
の
功
徳
を
論
ず
る
に
、
如
法
出
家
功
徳
よ
り
大
な
る
わ
無
ひ
そ
。
其
事
、
正
法
眼
蔵
功
徳

(註

・
出
家
功
徳

か
)
の
巻
に
見

へ
た

り
Q

前
掲
同
著
、
二
五
七
頁

扱
て
単
伝
直
指

の
如
法
と
云
わ
、
只
事
大
小
と
無
く
、
林
の
規
矩
に
準
ず
る
よ
り
外
の
事
わ
な
い
そ
。
〈申
略

〉
是
則
永
平
の
清
規

に
見
大
己
の
法
門
也
。
是
則
永
平
安
居
の

一
巻
也
。

.、

前
掲
同
著
、
二
五
七
～
二
五
入
頁

正
法
眼
蔵
十
二
巻
目
の
、
戒
を
以
根
本
と
す
。
若
し
此
の
戒
な
け
れ
ば
仏
法
わ
破
滅
す
そ
。

前
掲
同
著
、
二
六
二
頁

『
正
法
眼
蔵
』

の

「発
菩
提
心

(七
五
巻
本
系
統
)」
「出
家
功
徳
」
「安
居
」
「受
戒

(巻
数
の
詳
細
不
明
)
」
等

の
巻
に
言
及
さ
れ
て
お

り
、

こ
の
説
示
を
行

っ
た
際
に
は
、
大
衆
が
閲
覧
可
能
な
形
で
、
『正
法
眼
蔵
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
本
書

『月
舟
和
尚
夜
話
』
に
つ
い
て
は
、
語
中
に

「我
今
六
十
五
歳
」
等
の
語
句
が
見
え
る
た
め
、

一
六
八

一
年

(天
和
元
)

ハさ

　

前
後
、
既
に
大
乗
寺
を
退
董
し
、
禅
定
寺
住
山
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
月
舟
の

『正
法
眼
蔵
』
観

や
宗
風
は
、
面
山
瑞

　
　

ね

方
の
本
師
で
あ
る
損
翁
宗
益

の
方
に
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



四
-
二

版
擁
晃
全
と
融
峰
本
祝
に
つ
い
て
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版
擁

晃
全

(
一
六
二
七
～

一
六
九
三
)
は
、
永
平
寺
に
晋
住
す
る
前
の
江
戸
泉
岳
寺
在
住

の
頃
、

一
六
七
六
年

(延
宝
四
)
か
ら
、

一
六
八
五
年

(貞
享

二
)
ま
で
の
十
年
間
に

『僧
譜
冠
字
韻
類
』

一
五
〇
巻
を
編
み
、

一
六
八
八
年

(貞
享
五

・
元
禄
元
)
の

一
二
月

(晃
全

は
同
年
九
月
に
、
武
蔵
龍
穏
寺
か
ら
永
平
寺

へ
晋
住
)
に
刊
行
し
て
い
る

(
『道
元
伝
記
史
料
』
七
二
四
頁
参
照
)
が
、
同
著
に
お

い
て
晃
全
は
道
元
禅
師
伝
を
編
ん
で
お
り

(八
八
巻
所
収
)、
道
元
禅
師
を
追
慕
す
る
に
十
分
な
背
景
を
持

っ
て
い
た
。

晃
全

の
道
元
禅
師
伝
に
は
、
「嘗
て
正
法
眼
蔵
八
十
有
三
巻

・
弁
道
話

・
宝
慶
記

・
太
白
峯
記

・
清
規
等
の
書
を
著

す
」
(
『道
元
伝
記

史
料
』

二
六
三
頁
。
訓
読
は
菅
原
)
と
あ
る
た
め
、
『正
法
眼
蔵
』
等
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
巻
数
を
、
「
八
十
有
三

　　
　

巻
」
と
し
て
い
た
が
、
永
平
寺
山
内
で
二
八
巻
本
な
ど
を
閲
覧
す
る
に
至
り
、
九

一
巻
、
九
六
巻
と
編
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
永
平
寺
で
の
書
写
に
つ
い
て
、
可
山
書
写
本

・
節
晃
書
写
本

・
寛
巌
書
写
本
と
い
う
、
晃
全
在
世
中
に
行
わ
れ
た

系
統

の
各
巻
奥
書
等
か
ら
晃
全

の
動
向
を
確
認
し
た
い
。
永
平
寺
に
入

っ
た
翌
年
の

一
六
入
九
年

(元
禄
二
)
に
、
『
正
法
眼
蔵
』
書
写

を
始
め
、
翌
年
に
終
わ
っ
て
い
る

(寛
巌
書
写
本
参
照
)。
ま
た
、
同
じ
く
元
禄
三
～
四
年
に
か
け
て
も
、
『正
法
眼
蔵
』
書
写

・
編
集
を

行

っ
て
お
り

(可
山
書
写
本
参
照
)、
元
禄
六
年
に
遷
化
し
た
と
さ
れ
る
晃
全
は
、
そ
の
晩
年
を
費
や
し
て
、
『正
法
眼
蔵
』

の
編
集

・
研

究
を
行

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
晃
全

の
後
席
を
襲

っ
た
融
峰
本
祝

(?
～

一
七
〇
〇
年
、
総
寧
寺
二
六
世

・
永
平
寺
三
六
世
)
に
は
、
『融
峰
代
』
が
知
ら
れ

て
い
る

(
『中
世
禅
宗
』
九
四
頁
)
。
し
か
し
、
こ
の
融
峰
が
住
持
の
時
に
、
永
平
寺
に
は
豊
後
泉
福
寺
か
ら
、
『正
法

眼
蔵
抄
』
の
謄
写

本
が
寄

せ
ら
れ
た
。
河
村
孝
道
博
士

「泉
福
寺
本
の
伝
来
に
就
い
て
」
(『蒐
書
大
成

一
四
』
解
題
所
収
)
に
依
れ
ば
、

一
六
九
七
年

(元

禄

一
〇
)
に
泉
福
寺
の
眉
山
は
、
寺
内
に
秘
蔵
し
て
き
た

『抄
』
を
謄
写
し
て
永
平
寺

へ
献
納
し
、
融
峰
に
上
堂
を
請
う
た
。
そ
の
際
、
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次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

つ
と

め

山
僧
、
昔
、
之
を
師
に
伝
ふ
。
正
法
眼
蔵
の
抄
影
室
と
云
う
者
、
世
に
在
り
と
。
是
に
於

い
て
電
勉
と
し
て
之
を
求
む
る
こ
と
、
幾

乎
五
十
載
、
未
だ
曾
て
其
の
書
を
見
ざ

る
。
第
恨
む
ら
く
は
、
何
の
室
に
於
て
か
深
く
秘
し
て
之
を
出
さ
ざ
る
こ
と
を
。
今
、
席
を

本
山
に
董
す
に
迄
ん
で
、
其
の
書
抄
緬
に
鎮
西
の
泉
福
よ
り
到
る
。
想
う
に
是
れ
、
時
節
因
縁
、
実
に
得
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

な
り
。
幸

い
に
眉
道
人
、
来
た
り
て
是
を
繕
写
し
て
、
余
を
し
て
五
十
年
来
の
志
願
を
満
た
さ
し
め

〈以
下
略
〉

『蒐
書
大
成

一
四
』
七
五
六
頁

こ

の
記
事
を
受
け
れ
ば
、
融
峰
は

一
六
四
七
年

(慶
安
元
)
の
頃
か
ら
、
既
に
師
に
よ
っ
て

『抄
』
の
存
在
を
聞
か
さ
れ
、
求
め
て
き

た
と

い
う
。

融
峰
は
関
三
刹
か
ら
出
て
、
ま
た
自
ら

「代
語
文
献
」
を
示
す
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
良
く
そ
の
方
面
で
参
じ
た
人
な
の
で
あ
ろ
う
。

一

方

で
、
『抄
』

の
存
在
に
気
を
掛
け
て
お
り
、
先
住
の
晃
全
か
ら
も
、
様

々
な
影
響
は
受
け
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
て
、

ま
さ
し
く
こ
の
頃
、
関
東
で
も
永
平
寺
で
も
、
徐
々
に

『正
法
眼
蔵
』
研
究
の
気
運
が
明
ら
か
に
高
ま

っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
良

い
と

い
え

る
。

四
-
三

梅
峰
竺
信
と
定
山
良
光
に
つ
い
て

梅
峰
竺
信

・(
一
六
三
三
～

一
七
〇
七
)
は

「宗
統
復
古
運
動
」
に
お
い
て
卍
山
道
白
の
同
志
で
あ
り
、
諸
著
作
に
よ
り
論
客
と
し
て
の

立
場

を
鮮
明
に
し
た
人
で
あ
る
が
、
『正
法
眼
蔵
』
研
究
で
は
、
多
く
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
け

　

諸
伝
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
出
家
し
た
後
、
南
都
に
て
経
論
を
学
ん
だ
後
、
興
聖
寺
に
て
万
安
英
種
に
参
じ
、
ま

た
関
東
の
叢
林
も

遍
歴
し
た
と
い
う
。
長
じ
て
、

一
六
六
六
年

(寛
文
六
)
の
春
に
、
総
持
寺
に
て
転
衣
し
た
梅
峰
は
、
そ
の
後
、
結
制

な
ど
で
講
義
し
て
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い
る
が
、
「禅
余
に
樗
厳

・
楊
伽
等

の
経
を
講
ず
」
(『僧
伝
集
成
』
七
二
三
頁
)
と
あ
る
の
み
で
、
『正
法
眼
蔵
』
を
積
極
的
に
学
び
、
講

ず
る
様
子
は
見
え
な
い
。

し
か
し
、
卍
山
と
面
会
し
、
洞
門
の
宗
弊
を
嘆

い
て
著
さ
れ
た

『洞
門
劇
課
』

(
一
七
〇
〇
年
刊
)
に
は
、
参
究
の
跡
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
。

元
古
仏
撰
の

『正
法
眼
蔵
』
、
其

の
中
に
云
く
、
コ

般
の
漢
有
り
、
頂
相

・
法
語
を
老
師

・
宿
袖
の
処
に
懇
請
し
て
、
以
て
嗣
法

の
標
準
と
為
し
、
珍
襲
時
を
過
ご
す
、
〈中
略
〉
這
般
の
流
輩
、
仏
祖
の
道
に
於

い
て
、
未
だ
夢
に
だ
も
見
ざ
る
こ
と
在
ら
ん
」
。

磋
、
古
仏
の
時
を
追

っ
て
而
今
を
視
る
に
、
宗
乗
の
下
衰
益
ま
す
極
り
ぬ
。
僅
に
頂
相

・
法
語
を
請
し
て
、
嗣
法
の
左
券
と
為
す

と
錐
も
、
後
に
在
り
て
承
嗣
を
官
師
に
覚
む
る
者
の
、
不
是
は
則
ち
不
是
。
〈中
略
〉
然
も

『正
法
眼
蔵
』

の
濠
濠
た
る
数
万
言
、

中
に
於
い
て
法
の
法
為
る
者
の
知
ら
ざ
る
者
を
斥
け
て
、
或
は
狗
子
と
言

い
或

い
は
畜
生
と
言
い
或
い
は
畜
生
よ
り
愚
か
な
る
と
言

う
、
布
て
巻
中
に
在
り
。

『蒐
書
大
成
二
〇
』
五

一
八
頁
、
訓
読
は
菅
原

右

に
引
用
さ
れ
て
い
る

『正
法
眼
蔵
』
は

「
嗣
書
」
巻
か
ら
で
あ
り
、
後
の
狗
子

・
畜
生
等
は

『正
法
眼
蔵
』
本
文
中
に
散
見
で
き
る
。

こ
こ
か
ら
、
梅
峰
自
身

『正
法
眼
蔵
』
を
通
覧
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
面
授
嗣
法
論
を
除
い
て
思
想
的
研
究
を
し
た
様
子
ま

で
は
伝
わ
ら
な
い
。

む

し
ろ
、
そ
の
観
点
で
は
、
陸
奥
正
法
寺

・
定
山
良
光

(?
～

一
七
三
六
)
に
よ
る

『洞
門
劇
謳
』

へ
の
反
駁
書
、
『正
法
嫡
伝
獅
子

一
吼
集
』
(上
下
巻
、

一
七
〇

一
年
撰
)
上
巻
に
て
、
「授
記
」
「嗣
書
」
「
面
授
」
三
巻
に
対
す
る
部
分
的
註
釈
が
な
さ

れ
た
意
義
が
大
き

い

。

夫
嚢
祖
永
平
正
法
眼
蔵
の
作
、
大
海
同

一
鹸
味
な
り
と

い
え
ど
も
、
如
来
出
世
三
世
諸
仏
説
法

の
儀
式
な
り
。

〈中
略
〉
初
め
現
成

公
案
の
巻
、
こ
れ
を
華
厳
に
と
れ
り
。
終
り
八
大
人
覚
巻
の
是
を
浬
樂
に
と
れ
り
。
中
の
数
十
巻
、
般
若
の
巻
以
下
、
人
覚
の
巻
以
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上

、
是

を
般

若

に

と

れ

り

。

伝

法

な
り

。

仏
嗣
究
寛
、
最
上
の

一
件
を
畳
で
三
と
為
し
、
授
記

・
嗣
書

・
面
授
と
あ
ら
は
せ
り
。
五
位
相
続
の
三

『蒐
書
大
成
二
〇
』
五
三
入
頁

定

山
は

『弁
道
話
』
を
数
え
ず
、
「
現
成
公
案
」
巻
、
ま
た
は

「摩
詞
般
若
波
羅
蜜
」
巻
か
ら
、
「
八
大
人
覚
」
巻
ま
で
を
含
む
編
集
の

『正
法
眼
蔵
』
を
承
知
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
を
、
如
来
説
示
の
五
時
説
に
準
え
て

(本
書
の
実
際
は
、
三
時

と
嗣
法
関
連
の
別
時

だ
が
)
論
じ
た
と
こ
ろ
に
、
『正
法
眼
蔵
』
を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と

い
う
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

定

山
が
住
持
し
た
正
法
寺

に
は
、

一
五

一
二
年

(永
正
九
)
に
寿
雲
良
椿

(
一
五

一
六
年
没
)
が
出
羽
龍
門
寺
に
て
書
写
し
た
七
五
巻

本

『正
法
眼
蔵
』
を
伝
え

て
い
る

(『蒐
書
大
成

一
』
所
収
)。
た
だ
し
、
正
法
寺
本
と
、
『
一
吼
集
』
の

『正
法
眼
蔵
』
本
文
は

一
致
し

な
い
。
定
山
が
、
何
れ
の

『正
法
眼
蔵
』
を
用

い
て
、
『
一
吼
集
』
を
編
集
し
た
か
は
、
現
段
階
で
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
『
一
吼
集
』
は
、
臨
済
宗
の
桂
林
崇
深

(
一
六
五
三
～

一
七
二
八
)
が

『正
法
嫡
伝
獅
子

一
吼
集
弁
解
』

(
一
七
〇
四
年
)
を
刊

行
し
て
批
判
し
た
が
、
「我
、
未
だ
全
く
永
平
の
正
法
眼
蔵
を
絡
か
ず
と
錐
も
」
(『蒐
書
大
成
二
〇
』
五
八
五
頁
)
と
あ
り
、
『正
法
眼
蔵
』

へ
の
詳
し
い
言
及
は
無

い
。

こ

の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
梅
峰
に
話
を
戻
す
が
、
「宗
統
復
古
運
動
」
時
の
梅
峰
の
主
張
に
反
論
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
『林
丘
客
話
』

(
一
七
〇
五
年
撰
)
下
巻
に
は

『正
法
眼
蔵
』
関
係

の
議
論
を
掲
載
し
て
い
る
。

正
法
眼
蔵
の
、
書
と
為
り
て
、
未
だ
大
成
に
至
ら
ず
。
故
に
五
百
年
来
之
を
秘
し
て
世
に
形
れ
ず
。
之
を
引
き
、
之
を
証
す
は
、

蓋
し
謬
拠
な
ら
ん
や
。
〈以
下
略
〉

其
の
次
に
、
正
法
眼
蔵
を
以
て
残
欠

の
書
と
為
す
。
此
の
書
、
固
よ
り
舛
駁
謬
顯
無
し
と
言
う
べ
か
ら
ず
も
、
渠
、
法
門
の
大
意

を
知
ら
ず
。
是
に
於
い
て
観
る
べ
し
。
夫
れ
貝
多
真
典
、
流
布
に
落
ち
ざ
る
は
、
幾
多
な
る
を
知
ら
ず
。
〈中
略
〉
然
り
と
雌
も
、

末
世
に
不
刊
の
修
多
羅
、
千
万
年
に
不
朽
の
法
宝
な
り
。
〈中
略
〉
正
法
眼
蔵
の
如
き
は
、
誠
に
蔵
書
な
り
。
縦

い
之
を
秘
し
、
之



を
蔵
す
も
、
正
法
眼
は
喀
せ
ず
曹
せ
ず
。

『曹
全
』
「室
中
」
巻
、

一
二
ご
～

一
一
四
頁

こ
れ
は
、
『正
法
眼
蔵
』
真
偽
論
を
扱

っ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
梅
峰

・
卍
山
の
時
代
に
は
ま
だ
、
『正
法
眼
蔵
』
が
十
分
に
研
究
さ
れ

ず
、
そ
の
真
偽
す
ら
問
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
梅
峰
は
自
ら
、
『正
法
眼
蔵
』
が
、
刊
行
さ
れ

て
い
な
い
仏
典
同

様

の
法
宝
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
未
だ
ほ
と
ん
ど
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。

梅

峰
の
段
階

で
の

『正
法
眼
蔵
』
は
、
「宗
統
復
古
運
動
」
推
進
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
真
偽
論

は
議
論
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
ま
で
詳
細
に
研
究
す
る
状
況
に
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
-
四

卍
山
道
白
に

つ
い
て
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卍
山
道
白

(
一
六
三
六
～

一
七

一
五
)
は
、
二
八
歳

(
一
六
六
三
年

[寛
文
三
])

の
時
に

『正
法
眼
蔵
』
「嗣
書

」
「面
授
」
巻
を
読

み
、

「宗
統
復
古
運
動
」
を
志
し
た
と
さ
れ
る
。
卍
山
に
つ
い
て
は
こ
こ
か
ら
、
嗣
法
論

・
宗
統
復
古
運
動
に
関
わ
る
研
究
が
進
め
ら
れ

た
が
、
本
論
で
は
敢
え
て
、
『正
法
眼
蔵
』
研
究
の
立
場
か
ら
、
こ
の

一
事
を
考
え
て
み
た
い
。

ハ
セ

　

卍
山
は
二
九
歳
の
時
に
武
蔵
集
福
寺
に
て
受
業
師

・
一
線
道
播
謄
写
の

『正
法
眼
蔵
』
を
読
み
、
こ
の
時
自
ら
書
写
を
し
た
と
も
伝
え

る
。
そ
の
時
に
著
し
た

「序
」
に
、
卍
山
が

『正
法
眼
蔵
』
を
学
ぶ
に
至
る
経
緯
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
な

お
、
備
後
国

(現
・

広
島
県
)
出
身
の
卍
山
だ
が
、
基
本
的
な
参
学
は
関
東
で
行

っ
て
お
り
、
い
わ
ば
、
関
東
の
文
化
圏
に
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
脱
し
て
、
『正

法
眼
蔵
』
研
究
及
び
、
宗
統
復
古
を
目
指
し
た
と
い
え
る
。

〈前
略
〉
本
朝
永
平
古
仏
、
和
漢
の
文
字
を
雑
揉
し
て
、
此
書

一
百
巻
を
撰
述
し
、
先
仏
嚢
祖
の
奥
藏
を
顕
開
し
、
拮
華

・
得
髄

の
正
脈
を
流
通
す
る
は
、
皆
、
前
賢
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
而
も
面
授
の
篇
、
仏
道
の
巻
、
実
に
古
今

の
眼
蔵
、
独
達
の
玄
論
な
り
。
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び
ん
め
つ

惜
し
む
哉
、
年
第
深
遠
に
し
て
、
簡
峡
散
乱
し
、
八
十
三
巻
の
後
、
混
滅
し
て
見
る
所
無
し
。
第
三
十
二
巻
も
亦
失
す
。
今
現
存

は
、
八
十
二
巻
。
我
が
死
、

一
線
道
老
人
、
謄
写
装
横
し
て
、
之
を
室
中
に
秘
す
。
白
幸
預
見
を
得
て
、
歓
喜

の
至
り
に
堪
え
ず
。

〈後
略
〉

時
に
寛
文
甲
辰

(註

・
一
六
六
四
年

[寛
文
四
])
入
月
日
、
武
州
万
頂
山
に
書
す
。

『卍
山
広
録
』
巻
二
九
、
『曹
全
』
「語
録
二
」
三
五
八
頁
下
段

な
お
、
こ
の

「序
」
は
、
卍
山
関
係
の

『正
法
眼
蔵
』
写
本
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
そ
の
場
合
、
「今

現
存
は
八
十
二
巻
」

の
後

の
内
容
が
異
な

っ
て
い
る
。

あ
ら

…
…
八
十
二
巻
。
未
だ
明
は
に
世
に
流
布
せ
ざ
る
。
我
れ
住
山
の
日
、
常
に
恨
む
ら
く
は
、
既
に
此
の
書
、
室
中

に
無
く
ん
ば
、
吉

峰
の
末
流

の
叢
林
と
称
す
る
に
足
ら
ず
。
故
に
或
は
禅
刹
に
遅
遁
し
て
、
初
祖
手
簡
の
正
本
を
借
求
し
て
、
即
日
に
会
裏

の
緬
輩

一
千
指
に
命
じ
て
、
焉
を
書
写
す
。

岸
沢
文
庫
所
蔵
本
、
『蒐
書
大
成

二

こ

五
九
六
頁

こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
卍
山
は

一
線
書
写
の

『正
法
眼
蔵
』
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
た
け
れ
ど
も
、
本
来
百
巻
あ
る
は
ず

の
そ
れ

が
、

八
二
巻
し
か
揃
わ
な

い
た
め
、
何
時
し
か
正
本
を
入
手
し
て
、
書
写
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
卍
山
に

と

っ
て

『正
法
眼
蔵
』
研
究
と
は
、

一
方
は

「宗
統
復
古
運
動
」
に
繋
が
る
面
授
嗣
法
論
で
あ

っ
た
が
、
も
う

一
方
は

『正
法
眼
蔵
』

の

テ
キ
ス
ト
完
成
を
目
指
し
た
書
誌
学
的
研
究
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
後
、
卍
山
の
研
究
は
進
む
こ
と
と
な
る
。

永
平
高
祖
嘗
て
国
字

・
国
語
を
以
て
此
の
正
法
眼
蔵
を
演
ぶ
。
人
を
し
て
解
了
を
易
な
ら
し
む
る
は
、
亦
た
高
祖
随
…機
の
方
言
な
り
。

高
祖
の
滅
後
、
孤
雲
禅
師
結
集
を
為
す
と
錐
も
、
未
だ
編
次
定
ま
ら
ず
。
是
の
故
に
後
学
、
手
を
信
ば
し
て
纂
輯
す
る
も
、
次
第
、

ロつ

ら

雑
乱
す
。
閲
す
る
者
、
謙
み
と
為
す
。
老
柄
、
大
乗
に
住
す
る
の
日
、
先
師
の
命
を
受
け
て
、
逐

一
に
校
考
し
、
年
月
日
時
を
以
て
、
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巻
の
次
第
を
立
て
、
諸
方
の
古
本
を
集
め
て
、
文
字
の
脱
誤
を
正
し
、
新
た
に
両
本
を
写
し
、
以
て
大
乗
室
中
の
法
宝
と
為
す
。

源
光
庵
所
蔵
本
、
卍
山
自
筆
の
序
、
『蒐
書
大
成
二

一
』
六
〇
四
頁

当

初
、
想
定
さ
れ
て
い
た

一
〇
〇
巻
に
は
及
ば
な

い
け
れ
ど
も
、
可
能
な
限
り

の
善
本
を
編
集
し
た
様
子
が
伝
わ
り
、
ま
た
こ
の
段
階

で
、
後

の
玄
透
本
九
五
巻
本
に
見
え
る
よ
う
な
、
年
月
日
時
を
基
準
と
し
た
編
集
が
行
わ
れ
た
様
子
が
分
か
る
。

ま
た
、
以
下
の

一
文
も
著
し
て
い
る
。

吉
峯

の
祖
の
述
と
為
す
は
、
永
平
正
法
眼
蔵
の
編
次
を
以
て
、
之
を
按
ず
る
に
、
則
ち
我
が
高
祖
元
古
仏
、
波
多
野
雲
州
の
請
に

応
じ
て
、
越
前
州
に
赴
く
。
最
初
に
吉
田
県
吉
峯
寺
に
寓
す
。

仁
治
四
年
癸
卯
、
乃
ち
寛
元
元
年
な
り
。
是
年
吉
峯
に
於

い
て
、
衆

の
為
に
洗
面
巻

・
説
心
説
性
巻

・
仏
道
巻

・
密
語
巻

・
仏
経

巻

・
無
情
説
法
巻

・
法
性
巻

・
陀
羅
尼
巻

・
面
授
巻

・
坐
禅
儀
巻

・
梅
華
巻

・
諸
法
実
相
巻
等
を
示
す
。

二
年
甲
辰
、
優
曇
華
巻

・
発
無
上
心
巻

・
如
来
全
身
巻

・
三
昧
王
三
昧
巻

二
ご
十
七
品
菩
提
分
法
巻

・
転
法
輪
巻

・
自
証
三
昧

巻

・
大
修
行
巻
等
を
示
す
。

三
年
乙
巳
、
大
仏
寺
に
寓
し
て
、
虚
空
巻

・
鉢
孟
巻

・
安
居
巻

・
他
心
通
巻

・
王
索
仙
陀
婆
巻
等
を
示
す
。

四
年
丙
午
、
永
平
寺
に
在
り
て
、
出
家
功
徳
巻
等
を
示
す
な
り
。

右
の
編
次
に
依
り
て
、
乃
ち
吉
峯
に
寓
す
る
こ
と
二
年
、
次
に
大
仏
に
寓
す
る
こ
と

一
年
、
而
し
て
永
平
に
住
す
る
な
り
。
吉
峯

の
距
て
る
こ
と
、
三
百
余
弓
、
荒
川
に
天
満
宮
廟
有
り
。
高
祖
、
吉
峯
よ
り
神
廟
に
詣

で
て
、
神
詩
に
和
す
る
者
、
載
す
る
に
広
録

十
巻
に
見
ゆ
。

「越
前
州
吉
峯
寺
略
記
」
、
『卍
山
広
録
』
巻
二
八
、
『蒐
書
大
成
二

一
』

六
〇
八
～
六
〇
九
頁

『正
法
眼
蔵
』

の
書
誌
学
研
究
を
受
け
て
、
吉
峰
寺
の
研
究
を
進
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、

一
方
で
、
先
の
梅
峰
の
項
目
で
見
た
、
『正
法
眼
蔵
』
の
真
偽
論
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
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又
、
住
山
巻
に
、
所
謂
、
今
大
宋
国
の
住
持
と
称
す
る
輩
、
間
、
院
に
因
り
て
、
而
も
嗣
を
易
う
る
者
有
り
。
憐
れ
む
べ
し
、
仏

祖
の
法
、
正
伝
せ
ず
。
是
畜
生
に
し
て
知
識
に
非
ず
、
量
僧
位
に
厩
な
る
か
な
。

上
来
、
数
段
の
因
縁
、
皆
是
高
祖
親
ロ
の
開
示
す
る
所
、
而
も
近
世
、
高
祖
の
後
昆
、
多
く
其

の
慈
訓
を
守
ら
ず
。

「永
平
円
明
禅
師
に
上
る
」
、
『卍
山
広
録
』
巻
三
三
、
『蒐
書
大
成
一
二

』
六

一
〇
頁

こ
の

「住
山
」
巻
の
出
典
は
不
明
で
あ
り
、
何
ら
か
の
説
の
混
入
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
卍
山

の
研
究
に
限
界

が
あ

っ
た
と
見
る

べ
き

で
あ
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に

『正
法
眼
蔵
』
を
最
初
に
刊
行
し
た
の
は
、
卍
山
に
よ
る

「安
居
」
巻

(
一
六
八
四
年

一
二
月
)
で
あ
る
。

永
平
曾
孫
螢
山
和
尚
、
清
規
を
祖
述
し
て
、
安
居
の
式
を
演
ぶ
。
此
の
巻
中
と
互

い
に
詳
略
有
り
。
依

っ
て
行
者
、
必
ず
須
く
併

せ
見
る
べ
し
。

「安
居
」
巻
嚴
文
、
『蒐
書
大
成
二

一
』
六
〇
六
頁
上
段

本
師

・
月
舟
が
三
河
長
円
寺
で
同
巻
を
読
み
、
清
規
実
践
面
で
大

い
に
啓
発
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
意
を
受
け
て
の

編
集
だ

っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
同
年
中
、
大
乗
寺
に
伝
わ
る

『正
法
眼
蔵
』
と
各
地
大
刹

の
諸
本
と
を
校
合
編
集
し
た
と
こ

　
お
　

ろ
、
多
く
の
僧
侶
が
書
写
し
た
と
い
い
、
本
師

・
月
舟
同
様
の
勝
燭
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
晃
全
が
永
平
寺
住
山
中
の
事
業
に
、
卍
山
が
協
力
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

二
年
己
巳

師
五
十
四
歳
、
永
平
晃
全
禅
師
、
叢
規
を
興
さ
ん
と
欲
し
て
、
屡
諸
師
に
謀
る
。
師
、
左
祖
し
て
力
を
鋤
し
、
輪
下
の

十
余
柄
を
遣
わ
し
て
、
之
を
左
賛
す
。

『鷹
峰
和
尚
年
譜
』
元
禄
二
年
項
、
『曹
全
』
「語
録

二
」
九
二
八
頁
上
段

時
期
と
し
て
は
晃
全
が

『正
法
眼
蔵
』
を
書
写
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
で
の
協
力
も
あ

っ
た
と
思

い
た

い
が
、
現
存
す

る
卍
山
本
の
編
集
を
見
る
限
り
は
晃
全
本

の
影
響
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
よ

っ
て
、
こ
の

一
文

の
通
り

「叢
規

(清
規
)
し
を
興
す
ご



と

へ
の
協
力
だ

っ
た
と
見
る
べ
き
か
。

更

に
、
「宗
統
復
古
運
動
」
の
途
中
に
は
、
「面
授
」
巻
を
某
師
が
刊
行
す
る
の
に
合
わ
せ
て

「題
」
を
寄
せ
、
ま
た
、
運
動
後
に
は

『洞
門
衣
柳
集
』
(
一
七

一
一
年
刊
)
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
同
著
に
収
録
さ
れ
た

「対
客
随
筆
」
の

「第
六
件
」
で
、
『正
法
眼
蔵
』
「授
記
」

　
レ

レ

「面
授
」
巻
を
も

っ
て
未
悟
嗣
法
の
持
論
を
主
張
し
た
も
の
の
、
引
用
さ
れ
た

「面
授
」
巻
本
文
は
難
渋
な
箇
所
で
、
諸
写
本
で
表
記
が
異

　
お

　

な

っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
そ
の
後
の
議
論
を
招

い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
ー
五

天
桂
伝
尊
に
つ
い
て

『暉學研 究』第93號,2015年3月97

　
め

　

天
桂
伝
尊

(
一
六
四
八
～

一
七
三
五
)
は
、
江
戸
時
代
最
初
の

『正
法
眼
蔵
』
註
釈
を
編
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

師
、
晩
年
、
永
平
正
法
眼
蔵
を
敬
信
し
、
又
自
ら
弁
註
を
述
す
。

『退
蔵
峯
天
桂
禅
師
石
墳
碑
文
』

一
七
六
〇
年

(宝
暦

一
〇
)

伝
記
の

一
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
あ

っ
て
、
天
桂
が
晩
年
に

『正
法
眼
蔵
』
を
敬
い
、
そ
こ
か
ら

『弁
註
』
を
著
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

そ
し

て
、
『年
譜
』

(『僧
伝
集
成
』
五
九
九
～
六
〇

一
頁
)
か
ら
は
、
以
下
の
事
柄
が
知
ら
れ
る
。

一
七

一
二
年

(正
徳
二
)

師
、
六
十
五
歳
。
是
れ
先
に
元
古
仏
の
正
法
眼
蔵
を
敬
信
し
、
屡
拝
閲
す
。
窃
か
に
謂
く
、
此

の

一
書
、

仏
乗
の
玄
枢
、
祖
宗
の
命
脈
、
而
も
千
齢
に
未
だ
有
ら
ざ
る
の
体
裁
な
り
。
然
る
に
、
室
中
に
鎮
蔵
し
、
未
だ
梓
に
入
れ
て
公
に

行
わ
れ
ず
。
故
に
以
て
、
毎
篇
に
写
誤
脱
字
多
し
。
又
、
往
往
に
、
好
事
者
は
、
加
鄙
説
妄
り
に
有
る
に
似
た
り
。
故
に

一
に
考

訂
を
経
る
に
非
ざ
る
自
り
、
則
ち
其

の
真
面
目
を
見
る
べ
き
は
、
最
難
な
り
。
爾
後
、
遠
き
に
使
を
馳
せ
て
、
或

い
は
人
を
介
紹

し
て
、
諸
国
古
刹
の
謄
本
を
乞
索
し
、
比
較
選
練
止
ま
ず
。

さ
き

一
七
二
二
年

(享
保
七
)

師
、
七
十
五
歳
。
智
に
六
祖
法
宝
壇
経
の
註
、
成
る
。
題
を
、
海
水

一
滴
と
日
う

〈共
に
五
冊
〉。
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こ

と

し

こと
ほ

一
七
二
五
年

(享
保

一
〇
)

師
、
七
十
八
歳
。
今
蕪
、
海
水

一
滴
、
梓
を
寿
ぐ
。

ふ
ん

ひ

た
ん

し

か
ん

一
七
二
六
年

(享
保

一
一
)

師
、
七
十
九
歳
。

一
日
、
憤
俳
し
て
将
に
正
法
眼
蔵
を
註
弁
せ
ん
と
す
。
爾
後
、
研
精
輩
思
し
て
翰
を

こ
う
け
い

起
草
に
供
す
。
或
る
時
、
徒
に
語
り
て
曰
く
、
「此
の
書
、
肯
繁
難
解
の
処
に
至
り
て
は
、
或

い
は
半
月
、
或

い
は

一
月
に
し
て
、

漸
く
こ
れ
を
弁
ず
る
こ
と
を
獲
た
り
」
。
想
う
に
、
師
の
此
の
書
に
精
を
著
け
、
意
を
尽
す
こ
と
、
筆
舌
の
能
く
状
す
べ
き
所
に

な
つ

非
ざ
る
な
り

〈
一
日
、
随
徒
、
師
に
告
げ
て
曰
く
、
「昔
、
経
豪
禅
師
有
り
、
正
法
眼
蔵
を
註
解
し
て
目
け
て
影
室
と
日
う
。
某

の
古
刹
に
秘
鎮
す
」
。
師
、
目
を
拭
い
て
曰
く
、
「
之
れ
有
る
哉
」。
爾
来
、
渇
し
て
水
を
望
む
如
し
。
遂
に
或

る
人
に
介
紹
し
て
、

ま
ニ
と

密
か
に
謄
写
し
て
之
を
得
た
り
。
而
し
て
後
、
数
々
劉
覧
し
て
乃
ち
曰
く
、
「塞
に
世
に
希
有
な
る
所
な
り
。
然
り
と
錐
も
、
其

こ
も
ご
も
ま
ざ

の
講
解
生
気
無
し
。
研
醜
交
々
雑
り
て
未
だ
穏
な
ら
ざ
る
こ
と
多
く
在
り
。
元
古
仏
の
宗
乗
を
参
究
す
る
に
益
無
し
。
是
の
故
に

取
ら
ず
」〉
。

一
七
二
九
年

(享
保

一
四
)

師
、
八
十
二
歳
。
春
、
正
法
眼
蔵
弁
註
成
る

〈
一
套
二
十
冊
。
退
蔵
峯
に
鎮
在
す
〉
。
夏
自
り
秋
に
至
る

ま
で
乃
ち
宣
揚
す
。
莚
に
預
か
る
玄
侶
六
百
余
員
。

こ
れ
を
見
る
と
、
六
五
歳
の
段
階
で
、
既

に

『正
法
眼
蔵
』
を
敬

い
、
本
文

の
対
校
な
ど
を
始
め
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
ま
た
、

七
九
歳
に
、
怒
り
を
発
す
る
が
如
く
に
し
て
、
『正
法
眼
蔵
』
の
註
弁
作
業
を
始
め
、
八
二
歳

の
段
階
で
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
註
弁
作

業
中

に
、
『正
法
眼
蔵
抄
』

の
存
在
を
聞
き
、
手
を
尽
く
し
て
入
手
し
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
内
容
に
は
満
足
し
な

か
っ
た
様
子
が
伝

ヘ
レ

　

わ
る
。

ま
た
、
右
記

『年
譜
』
で
は
続

い
て

『六
祖
壇
経
』

の
註
釈
で
あ
る

『海
水

一
滴
』
に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
た
の
だ
が
、
同
著

の
末
尾

(第
五
巻
)
に
は
、
『正
法
眼
蔵
』
に
関
す
る
記
述
が
複
数
見
ら
れ
る
。

ひ

・
然
る
に
今
、
弥
等
、
吾
が
徐
く
所
の
正
法
眼
蔵
、
僅
か
に
五
六
紙
な
る
を
覧
て
、
瞥
に
退
屈
を
生
ず
る
者
は
、
何

の
心
行
そ
や
。

(第
五
巻

・
五
四
丁
表
)
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た
だ

こ
せ

つ

・
吾
が
門

の
禅
徳
等
、
正
法
眼
蔵
を
拝
謄
す
と
錐
も
、
宗
旨
を
知
ら
ず
、
徒
に
啓
説
し
て
云
く
、
「正
法
眼
蔵

は
、
伊
呂
波
文
字
に

し
て
句
法
体
裁
無
し
。
理
義
も
亦
通
じ
難
し
。
是
の
故
に
古
よ
り
宗
師
、
之
を
秘
し
て
他
見
を
許
さ
ず
。
然

る
に
今
、
之
を
引

い

て
証
と
為
す
時
は
、
則
ち
家
醜
外
に
掲
ぐ
と
云
い
し
か
」
と
。

あ
あ講

、
甚
だ
し

い
か
な
、
夫
れ
汝
が
言
う
所
の
も

の
は
、
俗
儒
詞
章

の
弁
口
、
自
門
本
家
の
道
話
に
非
ず
。
蓋
し
正
法
眼
蔵
、
世

に
露
布
せ
ざ
る
は
、
之
を
賎
し
と
し
て
蔵
す
る
に
非
ず
。
之
を
秘
し
て
貴
ぶ
に
非
ず
。
吾
が
門
の
人
師
、
禅
眼
移
昏
し
て

一
も
見

は
こ

む
な

の
み

る
所
無
し
。
巻
を
経
か
ず
、
匝
之
を
蔵
め
て
、
蓼
し
く
輌
魚
の
為
に
食
わ
れ
る
所
な
る
已
。
(五
四
丁
裏
～
五
五
丁
表
)

さ
ん
ね
ん

・
夫
れ
古
仏
の
正
法
眼
蔵
は
宗
説
漿
然
た
り
。
日
輪
の
午
に
当
た
る
が
如
し
。
(五
五
丁
裏
)

・
膳
禿
子
有
り
て
云
く
、
「正
法
眼
蔵
の
中
、
重
雲
堂
の
式
の
み
古
仏
の
真
言
、
其
の
余
は
怪
し
む
べ
し
、
疑
う

べ
し
。
之
、
曾
て

人
有
り
て
此
の
書
の
真
偽
を
或
師
に
問
う
時
は
、
則
ち
只
だ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
と
謂
う
。
或
師
の
知
ら
ざ
る
こ
と
は
、
存
じ
て
論

ぜ
ず
」
。

せ
き
け
ん

旺
、
汝
が
如
き
曹
ら
拓
犬
尭
を
吠
ゆ
る
の
謂
い
な
り
。
(五
五
丁
裏
)

ち
ゆう
え
き

・
是
を
以
て
老
僧
、
正
法
眼
蔵
の
中
、
弁
道
に
益
有
る
者
を
此
に
紬
繹
し
て
、
縦
い
然
も
、
祢
を
し
て
機
発
全
分
の
因
縁
な
ら
し
む

え
ん

み

こ
れ
の
み

る
に
能
わ
ざ
れ
ど
も
、
万

一
、
膳
睡
の
魔
彪
を
驚
覚
せ
ば
、
則
ち
也
太
奇
、
吾
が
所
望
す
る
底
の
本
子
、
是
耳
。
(五
六
丁
表
)

よ

っ
て
、
六
五
歳
よ
り

『正
法
眼
蔵
』

の
研
究
を
大

々
的
に
始
め
た
天
桂
は
、
七
五
歳
の
段
階
で

『正
法
眼
蔵
』

が
、
宗
門
内
で
読
ま

　ま

れ
て

い
な
い
こ
と
を
嘆
く

一
方
で
、
自
ら
門
弟
の

「弁
道
」
に
利
益
と
な
る
箇
所
を
抜
き
出
す
な
ど
、
『正
法
眼
蔵
』

を
積
極
的
に
活
用
す

る
ま

で
に
至
り
、
そ
し
て
、
七
九
歳
か
ら
註
弁
作
業
に
入
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
卍
山
同
様
に
、
善

い
写
本
が
無

い
こ
と
を
嘆

い
て
い
る
。

　む
　

こ
れ
ら
は
何
時
頃
か
ら
の
想

い
で
あ

っ
た
の
か
、

『年
譜
』
天
桂
四
六
歳

(
一
六
九
二
年

[元
禄
五
]
)
に
は
、
「
月
舟
和
尚
を
、
住
吉

た
い
あ
く

興
禅

に
訪
ぬ
。
舟
公
待
渥
す
」
と
あ
り
、
月
舟
は
天
桂
と
面
会
し
た
際
に
、
手
厚
く
も
て
な
し
た
様
子
が
伝
わ
る
。
会
談
内
容
は
知
ら
れ

な

い
が
、
「復
古
」
に
関
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
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ま

た
、
天
桂
五
六
歳

(
一
七
〇
三
年

[元
禄

一
六
]
)
に
は
、
宗
統
復
古
運
動
が
成
就
し
た
が
、
こ
の
時
は
、
卍
山
等
に
よ
る
宗
統
復

古
運
動
の
成
就
を
喜
び

つ
つ
も
、
コ

師
面
受
の
宗
旨
」
に
つ
い
て
、
理
解
を
誤
る
者
が

い
る
と
指
摘
し
た

(
『僧
伝
集
成
』
五
九
七
～

五
九

八
頁
)。
そ
の
上
で
、
天
桂
が

『正
法
眼
蔵
』
蒐
集
を
始
め
る

一
七

一
二
年

(正
徳
二
)
の

一
年
前
、
卍
山
の

『洞
門
衣
初
集
』
が
、

法
嗣

の
三
洲
白
龍
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
、
天
桂
は

『弁
註
』
・
『調
絃
』
に
て
、
『衣
御
集
』

の
面
授
嗣
法
観
を
た
び
た
び
批
判
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
天
桂
は
、
独
庵
系
統
の

『正
法
眼
蔵
』
軽
視
、
及
び
、
卍
山
系
統

の
嗣
法
観

へ
の
批
判
を
も

っ
て
、
自

ら

『正
法
眼
蔵
』

へ

の
研
究
並
び
に
註
弁
を
開
始
し
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

五
、
結
論

江
戸
時
代
初
期

の

『正
法
眼
蔵
』
研
究
は
、
部
分
的
に
は

『洞
門
抄
物
』

の
流
れ
を
汲
む

「代
語
文
献
」
に
見
え
た
が
、
決
し
て
十
全

で
は
無
か

っ
た
。
そ
し
て
、
「代
語
」
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
北
関
東
で
学
ん
だ
卍
山
道
白
は
、
受
業
師

一
線
が
書
写

し
た

『正
法
眼
蔵
』

の
不
完
全
な
様
子
を
知

っ
て
、
正
本
を
得
よ
う
と
願
い
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
が
、
卍
山
本
八
九
巻
本
で
あ
る
。

ま
た
、
卍
山
に
先
立
つ
よ
う
に
、
そ
の
本
師

・
月
舟
宗
胡
は
、
自
ら
住
持
し
た
三
河

・
長
円
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
梵
清
本
系
統
の
写

本
を
見
て
、
『正
法
眼
蔵
』
研
究
を
開
始
し
、
「安
居
」
巻
を
始
め
と
す
る
儀
規
面
の
研
究
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
、
自
ら

『正
法
眼
蔵
』
研

究
を
弟
子
達
に
勧
め
て
い
る
。
月
舟

の

『正
法
眼
蔵
』

の
用
い
方
は
、
損
翁
宗
益

へ
伝
わ
り
、
そ
の
流
れ
は
面
山
瑞
方
に
至

っ
た
と
見
て

良

い
。
当
然
に
卍
山
も
、
「安
居
」
巻
刊
行
を
行

い
、
本
師

・
月
舟
の
遺
志
を
継
い
だ
。

同
じ
く
、
北
関
東
の
流
れ
か
ら
出

て
来
た
永
平
寺
三
五
世

・
版
擁
晃
全
に
は
、
『正
法
眼
蔵
』
編
集

の
功
が
あ
り
、
そ
の
後
を
継
い
で

三
六
世
と
な

っ
た
融
峰
本
祝

の
時
に
は
、
『正
法
眼
蔵
抄
』
の
謄
写
本
が
収
蔵
さ
れ
た
。
融
峰
は
自
ら

「代
語
」
を
示
し
た
が
、
同
時
に

五
〇
年
来

『抄
』
の
存
在
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。
新
旧
の
宗
学

の
両
側
に
立

っ
て
い
た
人
と

い
う
べ
き
か
。



そ
し
て
、
際
立
つ
の
は
天
桂
で
あ
る
。
天
桂
は
、
『正
法
眼
蔵
』
を
軽
視
し
た
独
庵
系
統

へ
の
批
判
と
、
宗
統
復
古

運
動
を
完
成
さ
せ

た
卍

山
系
統

へ
面
授
嗣
法
論
で
の
批
判
を
強
め
、
両
者
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
『正
法
眼
蔵
』
研
究
を
全
面
的
に
開
始
し
た
。
天
桂
の
参

学
は
北
関
東
に
は
求
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
な
批
判
が
可
能
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

古
人
の
此
の
篇
の
仮
字
紗
、
題
し
て
影
室
と
日
う
を

一
覧
す
る
に
、
洞
門
中
古

の
代
り
者
の
、
経
論

の
端
緒
を
無
味
に
耳
食
し
て
、

未
だ
曾
て
正
法
眼
蔵
を
知
見
せ
ざ
る
人
の
語
脈
な
り
。
そ
の
意
句
浮
浅
に
し
て
、
而
も
古
仏
の
本
旨
に
違
却
せ
り
。

『優
曇
華
篇
弁
註
』
、
『蒐
書
大
成

一
五
』
四
八
四
頁
下
段

つ
ま
り
、
こ
の
文
脈
か
ら
は
、
天
桂
が

『抄
』
を
、
「
代
語
」
同
様
、
と
も
に
斥
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
結
果
と
し

て
、
『正
法
眼
蔵
』

そ
の
も
の
を
対
象
と
し
、
道
元
の
真
意
を
探
る
研
究
を
全
面
的
に
始
め
た
と
い
う
意
味
で
、
天
桂
が
宗
学
の
復
古
を
実
現
さ
せ
た
と
い
う

評
価
を
下
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
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『宗
統
復
古
志
』
「天

卍
師
壮
歳
嘆
宗
弊
」、
『続
曹
全
』

「室
中
」
巻
、
五
三
九
頁
下
段
。

『祖
規
復
古
雑
稿
』
、
『続
曹
全
』
「清
規
」
巻
参
照
。

『宗
統
復
古
志
』
「成

賜
御
條
令
正
宗
統
」、
『続
曹
全
』

「室
中
」
巻
、
五
九
四
頁
上
段
。

『宗
統
復
古
志
』
、
『続
曹
全
』
「室
中
」
巻
、
五
九
二
頁
下

段
。

面
山
瑞
方

『僧
堂
清
規
』
「
凡
例
」、
『曹
全
』
「
清
規
」

巻
、
三
〇
頁
下
段
。

い
わ
ゆ
る

「陞
座
」
巻
の
こ
と
。
後
に
、
偽
撰
と
し
て
退

(7

)

(8
)

(9
)

け
ら
れ
た
。

『月
舟
和
尚
夜
話
』
と

『正
法
眼
蔵

』
と
の
関
わ
り
は
、

成
河
峰
雄
先
生

「月
舟
」

(『あ
ゆ
み
3
』
所
収
)
を
参

照
。

『
月

舟

和
尚
夜

話

』

の
解

題

は
、

『
曹

全
』
「
解

題

」

二
七
〇
頁
下
段
参
照
。

損
翁
宗
益
は
上
州

(現
在
の
群
馬
県
内
)
を
遍
歴
し
て
い

る
最
中
に
、
大
乗
寺

・
月
舟
の
道
声
を
聞
き
参
じ
た
。
そ

の
後
、
月
舟
の
下
で

『正
法
眼
蔵
』
書
写
を
行

っ
て
い
る

(
『見
聞
宝
永
記
』
、
『続
曹
全
』
「法
語
」
巻
、
四
三

一
頁
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(10
)

(
11

)
梅

峰

伝

は

、

(
12

)

(13
)

(
14

)

(
15

)

下
段
)。

二
八
巻
本
は

「
秘
密
正
法
眼
蔵
」

(全
三
冊
)
と
も
呼
称
。

晃
全
は

「
永
平
室
中
に
お
さ
ま
れ
る
三
巻
」
(可
山
本

・

入
大
人
覚
巻
奥
書
)
と
呼
び
、
永
平
寺
晋
住
後
に
拝
覧
し

た
も
の
か
。

『僧
伝
集
成
』
七
二
二
～
七
二
七
頁
に
四
本

収
録
。

『卍
山
広
録
』
巻
四
九
所
収

『鷹
峰
和
尚
年
譜
』
、
『曹
全
』

「語
録
二
」
九
二
五
頁
上
段
。

『鷹
峰
和
尚
年
譜
』
、
『曹
全
』
「
語
録

二
」
九
二
七
頁
下

段
。

「大
凡
、
嗣
法

の
時
節
、
未
だ
必
ず
し
も
、
悟

・
未
悟
を

論
ぜ
ず
。
但
因
縁
現
成
寂
然
と
し
て
感
通
す
。
所
以
に
、

正
法
眼
蔵
授
記
巻
に
云
く
、
『未
悟

の
人
面
轍
く
授
記
す

べ
か
ら
ざ
る
と
言
う
こ
と
莫
れ

〈以
下
略
〉』
。
又
、
面
授

巻
に
云
く
、
『
一
言
未
だ
領
覧
せ
ず
、
半
句
未
だ
会
取
せ

ざ
る
と
錐
も
、
師
既
に
裏
頭
よ
り
弟
子
を
見
、
弟
子
既
に

頂
顔
よ
り
師
を
拝
し
来
る
者
は
、
正
伝

の
面
授
な
り
、
是

の
如

き
面
授
を
尊
重

す

べ
し
」
(『
蒐
書
大
成

二
〇
』

六
〇
六
頁
)
と
あ
る
。

「面
授
」
巻
本
文
の
表
記
に

つ
い
て
は
、
天
桂
が

『面
授

篇
弁
註
』
で
批
判
し
、
更
に
そ
れ
を
乙
堂
喚
丑
が

『正
法

眼
蔵
続
絃
講
議
』
第
四
巻

(西
有
穆
山
開
版
本
二
四
丁

(
16

)

(
17

)

(18

)

(
19
)

裏
)
で
批
判
し
た
。

先
行
研
究
と
し
て
、
志
部
憲

一
先
生

「天
桂
」
(『あ
ゆ
み

3
』
所
収
)
を
参
照
し
た
。

天
桂
は

一
七
〇
八
年

(宝
永
五
)
に
、
九
巻
本

『宏
智
禅

師
広
録
』
を
刊
行
し
、
翌
年
に
は
、
豊
後
泉
福
寺
か
ら
同

寺
所
蔵
の
六
巻
本

『宏
智
録
』
の

「序
」
を
求
め
ら
れ
た

が
、
断

っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
段
階

で
泉
福
寺
と
関
係
は

あ

っ
た
が
、
『正
法
眼
蔵
抄
』

の
話
題

に
は
な
ら
な
か

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

引
用
文
中

「膳
禿
子
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
、

独
庵
玄
光
の
門
人
で
あ
る
。
独
庵
が

『正
法
眼
蔵
』
に
配

慮
し
な
か

っ
た
こ
と
は
、
無
関
瑞
門

「書
叢
林
薬
樹
後
」

(
一
七

一
八
年

[
享
保

三
]
書
、

『蒐

書
大
成

二
〇
』

七
七

一
～
七
七
五
頁
)

や
、
面
山
瑞

方

『
雪
夜
炉
談
』

(
一
七
四

一
年

[
寛
保

元
]
刊
、

『蒐

書
大
成

二
〇
』

六
二
〇
頁
)
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。

『蒐
書
大
成

一
五
』
所
収
の
小
坂
機
融
先
生

「
『弁
註
』
解

題
」
で
は
、

一
七
〇
二
年

(元
禄

一
五
)
、
道
元
四
五
〇

回
遠
忌

の

一
事
を
指
摘
し
て
、
天
桂

が

「
『正
法
眼
蔵
』

の
滅
却
を
嘆
ず
る
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
『年
譜
』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

秋
八
月
二
十
八
日
、
元
古
仏
四
百
五
十
年
遠
忌
に
当
た

り
、
懇
勲

に
斎
を
設
け
、
供
養
す
。
香
語
に
曰
く
、



(
註

)

「天
童

の
正
法
眼
滅
却
す
。
眼
横
鼻
直
人
を
隔
ぜ
ず
。

四
百
五
十
年
滞
貨
す
。
誰
か
知
る
点
点
又
朧
朧
」。

『僧
伝
集
成
』
五
九
七
頁

つ
ま
り
、
「正
法
眼
」

の
滅
却
で
あ

っ
て
、
『正
法
眼
蔵
』

と

い
う
具
体
的
な
著
作
を
意
味
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
本
論
で
は
劉
の
機
会
を
検
討
し
た
。

平
成
二
六
年

一
一
月
に
行
わ
れ
た
研
究
会
で
は
、
鈴
木
正

三
・万
安
英
種

・
独
庵
玄
光

・
損
翁
宗
益

・
面
山
瑞
方
も

論
じ
た
が
、
本
論
で
は
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
、
天
桂
の

『正
法
眼
蔵
』
研
究
に
至
る
過
程
を
強
調
す
る
に
留
め
た
。

特

に
面

山

は
、

天
桂

の

『
弁

註

』

執

筆

に
先
立

つ

一
七

=
ハ
年

(享
保
元
)

一
一
月
に
、
『正
法
眼
蔵
渉
典

録
』
を
着
想
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
採
り
上
げ
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
面
山
の
自
序
か
ら
は
、
着
想
時

期
こ
そ
同
年
と

い
え
る
が
、
具
体
的
な
作
業
は

一
七
三
八

年

(元
文
三
)
に
始
ま
り
、

一
七
五
八
年

(宝
暦
八
)
の

面
山
七
六
歳
の
冬
に
草
稿
を
ま
と
め
、
翌
年
に
草
稿

一
六

冊
を
完
成
さ
せ
た

(刊
行
は
面
山
最
晩
年
ま
で
続
く
)
と

あ
り
、
時
代
的
に
下
る
た
め
で
あ
る
。
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